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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成22年３月30日に提出いたしました第16期（自　平成21年１月１日　至　平成21年12月31日）有価証券報告書の記

載事項の一部に誤りがございましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。　

　

２【訂正事項】
第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

７　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

３【訂正箇所】
訂正箇所は＿＿＿線で示しております。

　

第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

７　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（訂正前）

記載なし

　

（訂正後）

（５）継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況を解消するための対応策

　当社グループは、営業損失の発生及び営業キャッシュ・フローのマイナスが４期継続しております。当該状況によ

り、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。当社グループは、当該状況を

解消すべく、経営改善計画に沿って引き続き収益の改善と財務体質の強化を図り、継続的に安定した経営を目指し

て参ります。

　

①コストの削減

  売上の増加と併せてコストを削減することが重要と考えます。その方策として、平成21年１月において希望退職

の募集を行い人的リソースの最適化を図り人件費の削減を行いました。また、平成21年６月において、よりスペース

コストの低いオフィスへ移転することにより、賃借料の削減に努めて参りました。今後も外注業務の内製化、外注業

者との値引き交渉、Span of controlの改善等を引き続きに行い、ドラスティックなコスト削減に努めて参ります。

このような状況のなか、平成22年１月26日付「普華基礎軟件股分有限公司との共同開発設立に関する進捗状況につ

いてのお知らせ」にて公表しておりますとおり、中国政府により普華基礎軟件股分有限公司による海外投資が正式

に承認され、当社連結子会社ターボリナックス株式会社との間でOS開発会社を共同で運営して行くことになりまし

た。当該共同開発により、当社連結子会社ターボリナックス株式会社の開発リソースの効率化及び最適化を図るこ

とにより、コストを削減いたします。

　

②事業リソースの見直しと最適化

　事業リソースの見直しと最適化を具現化するため、上記(1)にて記載いたしました普華基礎軟件股分有限公司との

OS開発会社の共同運営により、当社連結子会社ターボリナックス株式会社の開発リソースの最適化を行い、収益性

の改善に努めております。また、当社連結子会社Shanghai Turbolinux Software Inc.において従来行っておりまし

たOS開発業務に加え、より付加価値の高いサービス事業（CJ-LINX事業）のサポート業務を行うことで事業リソー

スの効率化を図り、収益の改善を行って参ります。

　

③事業ポートフォリオの整備

　普華基礎軟件股分有限公司とのOS開発会社の運営によるオープンソースソフトウェアの開発力の更なる強化、ソ

リューション事業及びPHP事業への注力、当連結会計年度より新たに開始いたしましたサービス事業（CJ-LINX事

業）の展開等を行い、売上高の確保を図り、収益性の改善に努めております。

　

④運転資金及び資金調達の確保　

  当社グループは、当連結会計年度末において95百万円の現金及び預金を保有し、財務面におきましては、自己資本

比率が72.9％ありますが、今後もキャッシュ・フローの改善に努めて参ります。このような状況のなか、平成21年７

月27日付にてBrillance Hedge Fundを割当先として発行しました第11回新株予約権に関して、最近の当社株価が行

使価額を大きく下回っている状況を鑑みて、潜在的株式の希薄化懸念を低減するため、平成22年２月19日にて残存

する第11回新株予約権の全部を取得及び消却いたしました。また、当面の事業資金を確保するため、平成22年２月19
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日及び平成22年２月26日付にて総額95百万円の融資を受けております。当該融資金返済を目的とし、平成22年３月

17日を発行日とする総額95百万円の第三者割当増資によるエクィティ・ファイナンスを行いました。なお、長期的

なキャッシュ・フローをより改善するため、平成22年４月末を目途に比較的規模の大きい資金調達を行う準備を進

めております。

　

  以上の方策を通じた収益性の改善により、安定した営業キャッシュ・フローを確保し、財務体質の強化を図って

参ります。しかし、これらの対応策のうち営業施策面におきましては、売上高の拡大は外部環境要因に大きく依存す

ることになり、また、資金調達については、関係者との協議を行いながら進めている途中であるため、現時点では継

続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　連結財務諸表は、継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響を連結財務諸表には反

映しておりません。

EDINET提出書類

ＴＬホールディングス株式会社(E05510)

訂正有価証券報告書

3/3


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	第一部企業情報
	第２事業の状況


	７財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第２事業の状況


	７財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

